
訪問診療や訪問看護、その他介護サービスなど在宅療養でお困りのことは御相談下さい 

 

糖尿病のことは専門医のいる坂井内科クリニックにお任せください 

 

診療科目 内科、循環器内科、糖尿病・脂質代謝内科 

小児科、リハビリテーション科  

診療時間 午前 8：30～12：30 

       午後 2：30～18：30 

（土曜は 12：30まで） 

休診日  木曜午後、日曜、祝祭日 

電話 0776-77-1070 
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こんにちは 

 

 

 

 

 

 

こんにちは。3 月になりましたがまだまだ風が冷たいですね。昔からこの時期は「三寒四温」

と云って、3 日寒いと 4 日目には温かくなり、徐々に春に向 

かっていきます。3 月は３日桃の節句のひな祭りから始まり 

月末に向けて,年度末の行事や外出の機会もが多くなります。 

カレンダーで出かける日や行事をマークしたら、天気予報で 

で「三寒四温」の周期を確認し,寒さ（暑さ？）対策をして 

楽しんでください。１６日は北陸新幹線が敦賀まで延伸しま 

す。各停車駅周辺の市町ではお祝いのイベントが企画されて 

います。東京まで乗り換えなしで 

３時間弱で行けるようになりま 

す。反面、名古屋や関西方面は 

ちょっと不便になりますね。 

１７日はお彼岸の入り。中日は２０日春分の日となります。例年 

この時期は春の嵐があり、注意が必要ですが過ぎれば桜の季節。 

いよいよ春です。寒暖差の大きい日々ご自愛ください 院長 

 

                         

 

            

家 庭 菜 園 奮 闘 記 

千体以上のひな人形が並ぶ平成大野屋平蔵＝1月

26日、福井県大野市元町  福井新聞より転載 

 

 

寒風が吹く菜園にも春の気配が出てきました。左は玉になら

なかった白菜から花芽が出て開花しました。右は背が伸びた 

ブロッコリーの二番芽に花が咲きました。もう１か月もする

と菜園も本格的な春が訪れ、忙しくなるのでしょう。 

ブロッコリーの花 

 

 予防注射 特定健診 

新型コロナウイルスワクチン接種 
 2023 秋冬接種（通算 7 回目）は 3 月 31 日まで無償で受けることができま
す。市より送付された接種券（薄いピンク色）が必要となります。接種日が限
定されていますので、あらかじめご予約をお願いします。（77-1070） 
成人肺炎球菌ワクチン接種                   
令和 5 年度中に 65、70，75，80、85、90 歳になった方が助成の対象になり 

ます。（過去に 1 回でもワクチン接種を受けた方は対象外）助成期限は 3 月 

31 日までです。令和 6 年度からは 65 歳の方のみ助成対象となります。 

特定健診・後期高齢者健診・がん検診 
 令和 5 年度の受診期間は令和 6 年 2 月 29 日までで終了となりました。令和６年度は６月から  

 

 

 

菜園にも春の気配 

 

https://www.fukuishimbun.co.jp/articles/gallery/1962904?ph=1


訪問診療や訪問看護、その他介護サービスなど在宅療養でお困りのことは御相談下さい 

 

毎月、月初めの受診の際に保険証の確認をしています。ご協力お願いいたします。 

 

 

待  合  室 

 

Ａ：能登半島地震からの復興。不透明な政治資金の問題。厄介な問題が続いているね 

Ｂ：岸田総理は下手な対応をすると両方とも再建不能になるんじゃない？そうなると当事者

だけの問題ではなく、岸田政権の弱体化し他国に付け込まれる。 

Ｄｒ；特に政治資金問題で出てきた国会議員のお金の使い道がこれほ 

ど世間には言えないのは、違法に使ったとしか考えようがないね。 

Ａ：国会議員は国民に選ばれたと胸を張るが、国民は何をしてもいい 

と云っているわけではない。 

         Ｂ；使い道を言えないならせめて税金を払っ 

ほしいね。追徴課税も含めて。野党は大丈夫？ 

Ｄｒ：｢政倫審で弁明の場を与える」なんて生 

ぬるいことではなく、検察の捜査資料を基にし 

て「証人喚問」しかない。混乱による自業自得。 

冬こそ大切！ 糖尿病協会誌 さかえ 2 月号より 

東京女子医科大学足立医療センター内科 田中正巳先生 

 冬は血圧が上がりやすい季節。特に糖尿病のある人は高血圧になりやすいと云われています。糖尿

病と高血圧の関係や寒い時季の過ごし方の注意点を、東京女子医 

科大学内科 准教授 田中正巳先生に解説して頂きました。 

糖尿病のある人に多い高血圧；糖尿病のある人の 40％ぐらい 

に高血圧が合併しています。どちらも血管にダメージを与えるこ 

とにより動脈硬化を発症・進行させ脳卒中や心筋梗塞などの重大 

な疾患を引き起こし、また腎機能を低下させます。 

 糖尿病がある人の高血圧の特徴；糖尿病がある人の高血圧は多 

くの機序で血圧が上がるため、降圧目標を達成するのが難しく、 

治療抵抗性と云われています。また少量の塩分でも血圧が上がる 

食塩感受性高血圧、夜間高血圧、早朝高血圧などの頻度が高い。 

家庭血圧を測りましょう；降圧目標は診察室で 130/80 

ｍｍHg 未満、家庭血圧で 125/75ｍｍHg 未満を目標とし 

ます。家庭血圧と診察室血圧に差があるとき（特に診察 

室で血圧が上がる白衣現象がある人）家庭血圧を優先し 

ます。家庭血圧を記録して、診察の際に見せましょう。 

                    ヒートショックにご用心；暖かい場所(屋内)から急に寒い場

所(屋外やトイレ、寒い脱衣所など)に移動すると血管が縮

まり血圧が上昇します。ヒートショックは急激な温度変化

で血圧が大きく変動することで起きます                

 

 

帯状疱疹ワクチンについて 

当クリニックではシングリックスという不活化ワクチンを接種しております。2 回接種で価

格も高額(2回で 42,000円税込)ですが、他のワクチンよりも予防効果が高く 50 歳以上

で 97％、70 歳以上で 90％と報告されており、また約 10年以上効果の持続が確認されてい

ます。帯状疱疹の予防だけでなく、帯状疱疹神経痛（PHN）の発症を減らす効果も期待でき

ます。アレルギーその他で接種ができない人、あるいは、注意を必要とする人もいますの

で、接種にあたっては医師にご相談ください。  0776-77-1070 

 
 


